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地域医療科学教育研究センター支援経費 

平成３０年度採択一覧 
 
 
 
 
   ◆ 『国際認証の基準に沿ったカリキュラム改善へ向けての調査研究』 
                                      医学教育開発部門・教授  小田康友 
 
 

◆ 『統計学・物理学の教育研究スキル向上事業』 
                                数理解析部門(教育 IR 室)・教授  川口 淳 
 
 
   ◆ 『移動行動に関する地域支援の実践的研究』 
                                      福祉健康科学部門・教授  堀川悦夫       
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